
修了生の研究テーマ（修論） 
2023年度 

・奥山あかり 「Highly Sensitive Person の認知的特徴―自閉スペクトラム症傾向との比

較―」 

・櫻井美紀  「大学生の援助要請行動を促進するためのオンライン介入の効果検証」 

・八斗啓悟  「大学生アスリートのグリットがバーンアウトに及ぼす両価的影響   

――日本語版 Triarchic Model of Grit Scale を作成して——」 心理学学

位プログラムリーダー賞 

・本田麻衣 「パーソナリティ症傾向における感情制御を目的とした対人交流方略の特

徴」 

・松本彩花 「セルフ・コンパッションと社交不安症状，うつ症状の横断的・縦断的関

係」 

 

2022年度 

・鹿島 有歌里 「気晴らし対象を考慮した気晴らしのプロセス ―否定的な反復性思考

に対する横断・縦断的検討とオンライン介入―」 江崎賞（校友会） 

・黒田 真由  「対人恐怖心性および自己愛傾向における服の近接性 ―実際の服装の

写真による服装選択の検討―」 

 

卒業生の研究テーマ（卒論） 
2023年度 

・真田南    「愛着障害傾向とボーダーラインパーソナリティ症傾向の感情表現度の

違い ―家族と恋人の比較― 」 

・和田ひかり 「実物呈示によってため込み症状と創造性は関連するか？」 

・花井菜々子 「HSP と自己嫌悪感の関連及びセルフ・コンパッションとマインドフル

ネスの調整効果の比較」 

・青木華     「異なる悩み相談に対する大学生の援助方略」 

 

2022年度 

・伊東拓真  「親の養育スタイルと子の“認知の歪み”の関係および“親ガチャ”観の検

討」 

・片岡ゆいの 「音楽聴取により喚起される感情とそのプロセスに関する調査」 

・香下大輔  「大学生におけるポジティブな評価に対する不安（FPE）とネガティブ

な評価に対する不安（FNE）について社交不安に関する検討」 

・中山莉李  「Hula の動きの実践による心理的効果の検討」 

・宮﨑珠緒  「ひとりでいられる能力」が大学生の援助要請スタイルや適応感に及ぼ



す影響」 

2021年度 

・勝田美緒 「スタッフ転向を経験した大学野球部生の諦観と意味づけのプロセス」 

・八斗啓悟 「大学生スポーツ競技者におけるグリットとマインドフルネスが競技パフ

ォーマンスに及ぼす影響」 

・本田麻衣 「感情性に困難を抱えるパーソナリティ障害傾向における感情制御の特徴

の検討」 

・水野妃奈子「日本人大学生にとっての幸福とは何か―獲得的な幸福と協調的な幸福に

焦点を当てて―」 

・宮川 紫苑 「大学生における不眠と認知的変数の関連についての調査研究―反芻の種

類と抑うつに着目したモデルの検討―」 

・谷内 龍平 「演技場面における感情表現と感情認知に関する検討―基本感情と混合感

情を扱って―」 


